
～安全・安心なクラブ活動を行うために～ 

 浜松市が目指す地域クラブ活動「はまクル」の活動が、クラブ関係者の皆様、地域・保護者の

皆様の多大なるご尽力、ご理解をいただき、9月からいよいよスタートします。 

 市認定地域クラブ「はまクル認定クラブ」の活動を行うにあたり、各クラブの指導・運営に関

わる皆様に、本リーフレットを確認いただき、安心・安全なクラブ活動ができるように、クラブ

内での共通理解をお願いします。 
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  《気候状況の確認》 

   ・暑さ指数（WBGT）33℃以上及び熱中症特別警戒アラート発表時の活動はできません。 

・暑さ指数（WBGT）３１℃以上は、運動を原則中止します。 

   ・暴風雨や落雷の危険性がある場合は、活動を直ちに取りやめ、安全を確保します。 

    ※クラブ活動中止の基準は、学校の教育活動の基準と同じです。 

  《出欠確認・健康観察》 

   ・クラブ員が連絡なく「欠席」している場合は、必ず保護者へ連絡をしてください。 

    ※事故や家出等の可能性があります。事前に連絡先を確認しておいてください。 

   ・活動開始前に体調不良が確認された場合は、無理に活動させず、休養・見学させるか、 

保護者に迎えに来てもらい早退させてください。 

   ・準備運動・健康観察（表情含む）を行い、けが・事故の未然防止に努めてください。 

《指導者の配置》 

・活動には「はまクル指導者人材バンク」に登録された指導者を最低１名配置します。 

・クラブ員の数が多い場合や危険が伴う活動などの際は、クラブ員が安全に活動できるよう 

に、必要なスタッフを配置します。（運営スタッフのみの活動は不可） 

 《活動環境の整備》 

   ・使用する鍵や備品の管理、クラブ員の荷物やクラブ関係者の貴重品管理等、トラブルが起き 

ないように事前に取り決めをしておきます。 

   ・校舎内を使用するクラブは、防犯上クラブ員が入室次第、玄関を施錠してください。 

   ・学校の門扉についても、防犯上できる限り閉めておいてください。 

   ・万が一の場合の避難経路、AEDの位置等を確認しておいてください。 

スポーツ庁：安全確保ガイドライン(施行版) 
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はまクル認定クラブ・クラブ向けリーフレット 

初版：令和8年 8月 20日発行 



 

 

《無理のない練習の徹底》 

   ・適宜休養や水分補給の時間を設け、クラブ員の体調等の様子を注視してください。 

《けがの発生・体調不良者の対応》 

    ・けがや事故が発生した場合は、直ちに活動を中止し、「緊急対応マニュアル」に沿った対応 

に努めてください。 

   ・できる限り複数のスタッフで対応し、対応記録を残してください。 

    ※特に命に関わる重篤な場合は、ためらわずに救急車を要請 

    ※首から上のけがは医療機関へ受診 

    ※捻挫・打撲などのRICE処置 Rest（安静）、Ice（冷却）、Compression（圧迫）、Elevation（挙上） 

   ・発熱等、体調不良が生じた場合は、保護者に迎えに来てもらい早退させてください。 
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１１９救急ガイド（市消防局） 
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  《天候の急変や自然災害発生による対応》 

   ・活動中に雷や突風等の天候の急変、地震等の災害が起こった場合は、 

ただちに活動を中止し、安全な場所へ避難させてください。 

《体罰・暴言等の禁止》 

・指導者や運営スタッフは、クラブ員への指導に当たっての体罰、暴言、暴力、行き過ぎた指導、 

ハラスメント等を絶対にしないでください。 

・怒りの感情にまかせて怒るのではなく、時に指導者として毅然とした態度のもと、生徒が理解 

できるように丁寧に説明したり、伝えたりしてください。 

・必要に応じて、保護者に活動状況や指導内容を説明し、保護者の理解を得てください。 

    ※市に対して、指導者や運営体制に関する情報提供やクラブ員及び保護者からの訴え等が 

あった場合は、認定クラブ及び人材バンクの要綱に沿って対応します。 
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《クラブ員の健康観察》 

・整理運動・健康観察（表情含む）を確実に行い、安全に終了してください。 

《活動環境の整備》 

   ・活動場所の原状復帰を必ず行うようにしてください。 

   ・窓閉め、施錠等を確実に行うようにしてください。 

《下校時の対応》 

  ・体調不良の生徒をそのまま帰宅させず、保護者へ連絡をとるようにしてください。 

  ・大雨や雷等、安全な下校が困難と判断される場合は、無理に下校をさせず、小康状態に 

なるまで待機するか、保護者に送迎を依頼するかの対応をとるようにしてください。 

 《保護者への連絡》 

   ・活動中のトラブル（いじめを含む）や指導事項、活動中の様子など、保護者に伝えておくべき 

事項があれば、クラブ代表者や指導者から連絡をするようにしてください。  

 

 

  ◎故意等の有無に関わらず、学校へ報告し、その後の対応を協議してください。 

【はまクル認定クラブの負担となる場合】 

    ・故意または重大な過失による破損 

※例えば利用者の不注意による機材の転倒・破損、危険な練習による備品の破損、備品 

  の不適切な使用による破損など 

    ・利用許可外の施設・設備の破損 

   【学校・教育委員会の負担となる場合】 

    ・利用者の過失によらない、通常の範囲内で発生した破損 

    ・施設の老朽化、経年劣化が原因と認められる破損  

（例）老朽化したゴールネットが破れた、腐食した支柱が折れた など 

    ・地震、台風、落雷などの不可抗力（天災）による破損 

  ※学校施設以外の公共施設等での対応は、各施設管理者にお問い合わせください。 

  

 

《当日中の報告が必要なケース》 

   ①学校の教育活動やセキュリティの面で大きな支障が出る可能性がある施設の破損 

     （例）１階窓ガラスの破損、水道管の破裂 など 

②活動中の事故やけがにより、クラブ員が重篤な状況である場合 

⇒①、②にあたる緊急時の場合のみ、４５７ー２０６６（浜松市守衛室）に連絡してください。 

その後市教委事務局を通して、学校管理職（校長もしくは教頭）に連絡します。 

《翌登校日午前中に報告するケース》 

   ①学校施設や借用備品の一般的な破損 

②クラブ員間でのいじめや暴力等（事前に該当保護者の了承を得る）  

《事故報告》 

  ・救急要請及び中度の症状（治癒まで１か月以上を要する程度）の場合は、 

翌登校日に学校管理職（教頭）に報告し、所定の「事故報告書」を１週間以内 

に各クラブが作成し、以下の専用フォームから提出してください。 

                        【事故報告書提出専用フォーム】   https://logoform.jp/f/1O7li 

 《いじめ、トラブル等の報告》 

  ・特にいじめの案件については、関係保護者に了解のもと、学校へ情報提供を行ってください。 

浜松市教育委員会 学校・地域連携課 部活動地域展開グループ 


